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招待講演 I 古文射，{t争脅話

日本学士院会員

東大名誉教授
木村徒三官F
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招待講演II 国際放射線防護委員会の活動

愛知県がんセンター総長 高 橋 信 次

1928年(rL，第 2回の国際放射線医学会が，ストックホノレムで聞かれた。 そのときに，

病院の放射親科で注目され始めた'放射線Kよる障害'から作業者を守るため X糠とラジ

ウムの放射締防護の国際的念委員会が， イギリスの Kaye の提唱で結成された。メンバー

は，病院の放射線科に勤務してbる物理学者であった。 委員会の目的は，病院内の放射

糠K対ナる環境の改善を主として考えてbった。 しかし， 1950年の第 6回ロンドンの国

際放射線医学会議tてないて， との委員会は 5つの専門部会を持ち，原子力工業及び環境の

放射線防護をも，その領域とする様(rL~J?国際放射線防護委員会 (ICRP) と改組され

た。 それで，アメリカあるいはソビエトで行った核爆発実験tてよる環境の問題，原子力

発電の作業者の問題等K活動の範囲を拡げたのである。

工CRP委員会及び各専門委は，一年に一度は会合するが，全委員会は， 2年毎K合同委

員会を開いて，活動方針を論じ文情報を交換する。委員会の大き念仕事は，放射線防護K

ついて勧告を出すととである。 工CRPの基本勧告ともいうべきものがあって工CRP公刊

9が， 1965年陀出されたが，最近工 CRP公刊 26で，勧告が1977年忙出された。 とれらの

勧告は，ほとんどすべての国で法律と同じよう取 b扱われているのが普通である。 元来

工CRPは， WHO， 工LO，IAEA， IEC，あるいは， E Cのよう念国際機関と，独立ではある

が密接に意見の交換をし乍ら活動している。 それらの機関は放射線防護K関しては，

工CRPの勧告が出るのを待って，とれに準じて刊行物をつ〈っていぐのが普通である。

また，との勧告を出す土台と左ったデータもし〈は，考えも公刊する。 また S七atemen七

も出す。 1977年から， Annals of 工CRPをPergamon Pressから刊行し， ICRPの

刊行物は，総て ζ の中に収録すること(rL~った。 とれtてよJ? ICRPの発刊は極めて豊

富多彩K念って居る。 工CRPの勧告は，放射線防護の一種の Bibleのよう K考えられた

時代がある。 しかし，放射線の利用が増え，その被爆が広範囲と走るばかタで左<.一

方，被爆に対する生物学的疫学的情報が増加して来るので，勧告の内容の変更は当然起っ

て〈る。

国際放射繰防護委員会の活動として，今後も勧告は次々と行われるであろう。委員は少

数ではあるが，各方面の練達者であ 9，そのゆえに，放射娘防護の勧告は，現在最も信頼

されているのである。

たかはし しんじ
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GROWTH OF CLlNICAL CYCLOTRONS 
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特別講演II CHEMICAL REACTIONS OF COSMOGENIC RADIOISOTOPES 

IN THE ATMOSPHERE 

F. S. ROWLAND 

Department of Chemistry， University of Ca1ifornia， 
Irvine， Ca1ifornia 92717， U. S. A. 

Y 

U 

14 ~ r • ， _ •. ， ，_ ~ ，_ _ 14"，__ __， 14 The chemica1 reactions of ~~C formed工n the stratosphere by the ~"N(n ， p)~~C 

1C~ ， " 14 nuc1ear reaction 1ead to ~"CO ， and eventua11y to ~"C02 The subsequent 

14 
reactions of ~~C02 1ead to its incorporat工onin a11 of the 1iving matter on 

14 earth， and are the basis for ~~C-Dating (W. F. Libby) which has been used to 

p1ace much of the archaeo1ogy of the 1ast 15，000 years on an accurate time 
3.. r " ，.，  . .， 14 sca1e. The reactions of ~H formed by high energy proton reactions with ~~N and 

16 o can be used for dating water in various environments， and provide 

inforamtion over the past 100 years. 

40. .，.，'  ， _，.. 38 Cosmic ray bombardment of ~vAr creates the short-1ived rad工0工sotopes _vC1 

39 
(t

1
/
2 

= 37 rninutes) and ~~C1 (t
1
/
2 

= 55 minutes). These isotopes participate 

in the ch10rine cyc1e in the atmosphere and form chemica1 compounds such as 

39~ ， 39~ ， ~ 39~_ ~..~ ..~39 
H~JC1 ， ~JC10 ， ~JC10N02' HO~~C1 ， etc. Samp1es containing these radioch1orine 

isotopes have been co11ected in the stratosphere， in the troposphere， and 

in rainwater. The information from such exp巴riments is usefu1 in understanding 

the behavior of ch10rinated compounds in the atmosphere， and in estimates of 

the effects of the C10~ cata1ytic chain reaction upon the tota1 concentration x 

of stratospheric ozone. 
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